
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 湖東小学校開校５０周年を記念して昭和３６年に校歌が制定された。「湖東の自然や風土を歌いこみ、子供

たちに親しまれ、成長して郷里を離れても湖東の自然や母校をなつかしく思い出させて心の糧となれるもの」

でなくてはならないと、作詞、作曲を誰にお願いしたらよいか慎重に検討された。依頼を受けた児童文学者

でもある作詞者の酒井朝彦先生は校歌の作詞にあたり、事前に湖東を訪れ、地区の様子や学校と子供たちの

姿を自分の目で確かめ、作詞活動のイメージをふくらめ、「八ヶ岳山頂を神様がお歩きになったその時の気持

ちを歌詞に表した」としている。作曲者は酒井先生の友人である東京芸術大学教授長谷川良夫先生に依頼し、

１２月１１日の記念式典に初めて披露された。       ＊「木馬のゆめ」酒井朝彦著作（図書館所蔵） 


